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◇
非
戦
平
和
公
開
学
習
会 

本
年
度
の
非
戦
平
和
学
習
会
は
、
五
月
十
日
に
一
回
目
、
六

月
七
日
に
二
回
目
が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
ヒ
ト
ラ
ー
の
優

生
思
想
と
全
体
主
義
」。
一
回
目
は
二
〇
一
六
年
、
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
石
田
勇
治
東
京
大
学
院
教
授
に
よ
る
「
ヒ

ト
ラ
ー
と
は
何
者
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
講
演
動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
視
聴
し
、
二
回
目
は
「
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
ス
体

制
が
人
々
を
引
き
付
け
た
‘
魅
力
’
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
ヤ
ス
ク
ニ
問
題
専
門
委
員
会
委
員
の
飛
鳥
寛
靜
さ
ん
が
発

表
し
た
。
ナ
チ
ス
時
代
の
ド
イ
ツ
を
考
え
る
う
え
で
、
ヒ
ト
ラ

ー
と
ナ
チ
体
制
が
ド
イ
ツ
の
人
々
を
惹
き
つ
け
た
「
魅
力
」
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
手
口
で
カ
リ
ス
マ
的
支
配
や
国
民
的
な

高
い
人
気
が
生
み
出
さ
れ
た
の
か
を
学
び
、
現
在
の
社
会
状
況

と
ど
の
よ
う
な
類
似
点
が
あ
る
か
、
私
た
ち
念
仏
者
が
こ
れ
か

ら
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
考
え
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
。 

二
回
目
で
は
飛
鳥
さ
ん
は
自
身
で
用
意
し
た
資
料
に
合
わ
せ

て
、
石
田
先
生
の
講
演
動
画
を
解
説
し
な
が
ら
発
表
。
ナ
チ
ス

時
代
の
ド
イ
ツ
は
経
済
対
策
に
よ
る
雇
用
の
安
定
と
国
民
統
合

を
行
う
上
で
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
（
高
速
道
路
）
の
建
設
に
代
表

さ
れ
る
公
共
事
業
や
失
業
者
を
減
少
さ
せ
る
に
重
要
だ
っ
た
一

般
徴
兵
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
景
気
と
失
業
者
の
対
策
を
実
施

し
、
雇
用
の
安
定
を
図
り
短
期
間
で
失
業
問
題
を
解
決
。
実
際

に
は
前
政
府
の
失
業
対
策
が
徐
々
に
効
果
を
表
し
て
い
た
の
だ

が
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
「
労
働
を
め
ぐ
る
戦
い
」
に
勝
利
と
喧

伝
さ
れ
た
。 

ま
た
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
虚
像
と
実
像
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
、

メ
デ
ィ
ア
が
作
り
上
げ
た
虚
像
の
中
で
は
、
①
救
世
主
と
し
て

の
虚
像
②
国
民
と
国
家
か
ら
の
守
護
者
③
平
和
愛
好
家
③
指
針

な
き
民
の
指
導
者
④
経
済
復
興
の
立
役
者
と
言
わ
れ
た
が
、
実

際
は
①
扇
動
政
治
家
、
指
揮
官
と
し
て
の
才
覚
は
な
し
②
徹
底

し
た
人
種
差
別
主
義
者
（
レ
イ
シ
ス
ト
）
で
優
性
思
想
を
体

現
、
③
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
、
劣
等
な
人
種
で
あ
る
と
し
て
排

斥
し
た
④
反
共
産
主
義
者
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。 

意
見
交
換
で
は
、
日
本
の
現
状
が
語
ら
れ
、
自
民
党
の
憲

法
草
案
の
緊
急
事
態
条
項
や
安
全
保
障
関
連
法
案
等
危
険

な
要
素
が
あ
っ
て
も
、
う
や
む
や
に
「
な
ん
と
な
く
流
さ
れ

て
い
く
」
を
危
惧
す
る
声
や
、
世
界
的
な
経
済
不
安
に
波
及

す
る
よ
う
に
、
特
に
日
本
に
お
け
る
経
済
不
安
が
よ
り
全
体

主
義
（
個
人
の
自
由
を
認
め
ず
、
個
人
の
生
活
や
思
想
を
国

家
全
体
の
利
害
と
一
致
す
る
よ
う
に
統
制
を
行
う
思
想
ま

た
は
政
治
体
制
）
を
加
速
し
て
い
く
危
険
性
が
語
ら
れ
た
。 

次
回
は
、
七
月
十
二
日
（
火
）
午
後
七
時
か
ら
「
ヒ
ト
ラ

ー
の
優
性
思
想
と
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催

さ
れ
る
。 

◇
高
岡
教
区
公
聴
会
（
一
回
目
）
開
催 

六
月
一
日
（
水
）
午
後
二
時
か
ら
、
公
聴
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
公
聴
会
は
、
実
際
に
宗
派

役
職
者
が
高
岡
教
区
に
赴
い
て
の
公
聴
会
で
は
な
く
、
①
西

本
願
寺
高
岡
会
館
の
礼
拝
堂
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

で
行
う
形
式
、
②
希
望
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
動
画
を
視

聴
す
る
形
式
、
ま
た
は
、
③
宗
派
役
職
者
が
各
項
目
を
説
明

し
た
動
画
を
ｗ
ｅ
ｂ
視
聴
す
る
と
い
う
三
通
り
の
形
で
行

わ
れ
る
。 

六
月
一
日
に
礼
拝
堂
で
開
催
さ
れ
た
公
聴
会
（
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
）
に
は
、
教
区
内
の
ご
住
職
及
び
役
職
者
、
二
十
二

名
が
参
加
さ
れ
た
。 

宗
派
か
ら
の
報
告
及
び
意
見
聴
取
事
項
は
、 

①
は
じ
め
に
（
石
上
総
長
挨
拶
） 

②
二
〇
二
一(

令
和
三)

年
度
公
聴
会
の
振
り
返
り 

③
新
た
に
め
ざ
す
持
続
可
能
な
宗
務
組
織
を
構
築
す 
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る
た
め
の
具
体
策 

④
賦
課
基
準
の
見
直
し
に
つ
い 

 

て
（
第
２
次
答
申
） 

の
四
点
で
あ
っ
た
次
回
公
聴
会
（
二

回
目
）
の
開
催
は
、
六
月
二
十
三
日

（
木
）
午
後
一
時
半
か
ら
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。
内
容
・
開
催
形
式

は
前
回
開
催
時
と
同
じ
。 

ま
た
、
本
教
区
報
と
同
送
に
て
、

『
公
聴
会
開
催
方
法
の
追
加
施
策
に

つ
い
て
』
の
ご
案
内
を
皆
さ
ま
に
お

送
り
し
て
お
り
ま
す
。
ご
一
読
い
た

だ
き
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
公
聴
会
の
動
画

配
信
を
視
聴
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

◆
教
務
所
か
ら
の
事
務
連
絡 

教
区
宗
務
推
進
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
一
月
十
七
日
（
月
）
よ
り
、
郵
便
局
に
お
い
て
払
込
書
（
赤
色
）

に
よ
る
現
金
で
の
送
金
に
つ
い
て
事
務
手
数
料
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。 

宗
派
宛
て
の
送
金
（
院
号
申
込
に
か
か
る
懇
志
・
宗
派
賦
課
金
等
の
送
金
）

に
つ
い
て
、
教
務
所
を
窓
口
と
し
て
送
金
さ
れ
る
場
合
、
郵
便
局
の
事
務
手
数

料
（
現
在
は
一
一
〇
円
）
を
別
途
ご
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
教
区
手
数
料
を
別
に
頂
戴
し
て
い
る
願
記
冥
加
金
の
宗
派
宛
送
金

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
通
り
の
対
応
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
何
卒
、

ご
理
解
・
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

★
訂
正
に
つ
い
て 

※
前
回
五
月
号
の
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
コ
ー
ナ
ー
の
標
題
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
左
記
の
通
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

誤
）
北
陸
同
朋
推
進
委
員
会
総
会
・
研
修
会
報
告 

正
）
北
陸
同
朋
運
動
推
進
協
議
会
総
会
・
研
修
会
報
告 

                

西本願寺高岡会館 

永代経法要のご案内 

 

下記の通り高岡会館の永代経を勤めます。

お誘いあわせてお参りください。 

 

日時：７月１５日（金） 

     日中―午前１０時 

 

法話：高岡教区布教団布教大会 

 

日中：増山孝琢 師 

（新湊組妙蓮寺） 

       

四下順文 師 

（富山教区上新川組妙傳寺） 

 

※本年は、新型コロナウイルス対策のため、日

中の法話にて終了といたします。 

得度習礼講習会・考査のお知らせ 
  

本年度高岡教区における得度講習会・

考査を下記のとおり開催いたします。

「得度願」提出予定の方には講習会・考

査受講が、原則、必須となっております

ので、ご準備よろしくお願いいたしま

す。 

尚、申込書類は教務所にございます。

４０日前（７月１３日）までに申し込み

が必要です。 

記 

１．期日 ８月２２日（月）～２４日（水） 

※（講習会２日・考査１日） 

２．会場 福光教堂 

（南砺市福光９７４－２） 

３．定員 ８名（定員に達し次第締切） 

以 上 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
高
岡
教
区
委
員
会
委
員
研
修
会
報
告 

去
る
五
月
二
十
三
日
（
月
）
西
本
願
寺
高
岡
会
館
に
お
い
て
「
御
同
朋
の
社

会
を
め
ざ
す
運
動
」
高
岡
教
区
委
員
会
の
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
研

修
会
は
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
高
岡
教
区
委
員
会
（
以
下
教
区
委

員
会
）
委
員
・
組
長
・
組
主
幹
・
副
組
長
・
専
門
委
員
を
対
象
に
教
区
内
外
の

実
践
運
動
推
進
上
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
、
課
題
の
共
有
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
。 

今
回
は
「
『
こ
れ
ま
で
』
と
『
こ
れ
か
ら
』
を
考
え
る
～
大
事
に
す
べ
き
も

の
、
改
め
て
い
く
も
の
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
昨
年
実
施
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
の
寺
院
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
集
計
結
果
か
ら
見
え

て
き
た
課
題
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
た
。 

 

最
初
に
伯
水
永
雄
さ
ん
（
同
朋
企
画
専
門
委
員 

元
教
区
相
談
員
）
よ
り
問

題
提
起
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
大
半
が
月
参
り
や
法
事
・
葬
儀
が
以
前
よ

り
減
少
、
簡
略
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
回
答
し
、
寺
院
と
門
信
徒
と
の
つ

な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
に
強
い
危
機
意
識
を
持
ち
、
コ
ロ
ナ
流
行
以

前
の
関
係
や
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
た
い
と
す
る
志
向
が
み
ら
れ
る
と
さ
れ

た
。 

 

た
だ
、
法
事
・
葬
儀
の
減
少
や
簡
略
化
、
関
係
の
希
薄
化
は
コ
ロ
ナ
流
行
だ

け
が
原
因
で
は
な
く
、
過
疎
高
齢
化
や
経
済
状
況
の
悪
化
、
社
会
状
況
的
に
伝

統
的
慣
習
そ
の
も
の
が
維
持
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大

き
い
と
さ
れ
、
従
来
の
在
り
方
や
関
係
を
復
活
さ
せ
て
い
こ
う
と
復
古
主
義
や

権
威
主
義
的
な
動
き
に
走
れ
ば
、
か
え
っ
て
門
信
徒
の
反
発
を
招
き
、
ま
た
、

黙
っ
て
状
況
を
静
観
す
る
だ
け
と
い
う
の
も
、
状
況
は
改
善
し
な
い
、
と
指
摘

さ
れ
た
。 

そ
の
上
で
「
こ
れ
か
ら
」
の
寺
院
活
動
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
何
よ
り
も
ま
ず
浄
土
真
宗
の
教
え
に
基
づ
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
と

い
う
こ
と
を
指
標
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
間
の
混
乱
で
目
的
と
手
段
を
混

同
し
、
手
段
そ
の
も
の
が
目
的
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
傾
向
が
よ
り
顕
著
に
な

っ
て
い
る
と
し
、
目
的
と
手
段
の
点
検
と
確
認
は
必
須
で
あ
る
と
提
言
さ
れ

た
。 

そ
れ
を
受
け
た
話
し
合
い
法
座
の
報
告
で
は
、「
宗
派
や
寺
院
を
維
持
す
る
た

め
の
集
金
シ
ス
テ
ム
が
門
信
徒
の
重
荷
と
な
り
、
反
発
を
生
ん
で
い
る
」「
こ
れ

ま
で
元
々
あ
っ
た
課
題
が
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
顕
在
化
し
、
も
は
や
目

を
背
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
段
階
に
き
て
い
る
」「
連
研
な
ど
の
組
活
動
へ
の
取

り
組
み
に
苦
労
し
て
い
る
が
、
熱
を
感
じ
ら
れ
ず
無
力
感
も
あ
る
」「
私
た
ち
僧

侶
は
今
ま
で
本
当
に
教
え
に
基
づ
い
て
生
き
て
き
た
、
と
言
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
僧
侶
の
意
識
も
変
え
て
い
か
な
く
て
は
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

最
後
に
講
師
の
井
上
慶
永
さ
ん
（
同
和
教
育
振
興
会
理
事 

連
研
中
央
講

師
）
よ
り
助
言
が
あ
り
、
問
題
を
考
え
る
上
で
押
さ
え
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
「
本
山
・
教
区
に
は
賦
課
金
負
担
の
軽
減
な
ど
本
末
制
度
の
見
直
し
を

願
う
一
方
、
門
信
徒
に
対
し
て
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
関
係
（
寺
壇
制
度
）
を
求

め
る
矛
盾
」「
寺
檀
制
度
と
い
う
江
戸
時
代
の
遺
制
に
基
盤
を
置
い
て
き
た
歴
史

と
僧
侶
の
体
質
」
が
あ
る
と
指
摘
。 

そ
も
そ
も
僧
侶
や
寺
院
と
門
信
徒
の
つ
な
が
り
の
背
景
と
し
て
江
戸
時
代
に

成
立
し
た
「
宗
門
檀
那
請
合
之
掟
」
の
存
在
が
あ
り
、
当
時
の
住
職
に
は
幕
府

が
取
り
締
ま
る
邪
教
の
信
者
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
権
限
「
宗
判
権
」
が
与
え

ら
れ
、
事
実
上
の
生
殺
与
奪
の
権
限
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
住
職
の
不

興
を
買
っ
た
り
、
機
嫌
を
損
ね
な
い
た
め
に
は
仏
事
を
務
め
な
い
、
寺
の
行
事

に
協
力
・
参
加
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
制
度
は
明
治
に

は
無
く
な
っ
た
も
の
の
、
僧
侶
と
門
信
徒
の
そ
の
よ
う
な
上
下
関
係
は
慣
習
と

し
て
維
持
さ
れ
続
け
て
き
た
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
教
え
だ
け
で
つ
な
が
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。 

そ
の
上
で
、
も
は
や
寺
檀
制
度
は
慣
習
と
し
て
も
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
る

の
に
、
寺
檀
制
度
に
基
づ
い
た
関
係
を
復
活
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
た
り
、
か
つ

て
の
よ
う
な
寺
院
の
権
威
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
動
き
は
逆
効
果
で
あ
る
と
指

摘
。
む
し
ろ
世
俗
的
権
威
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
つ
な
が
ろ
う
と
す
る
の
で
は

な
く
、
同
朋
教
団
・
念
仏
者
と
し
て
の
歩
み
と
い
う
方
向
か
ら
門
信
徒
と
の
つ

な
が
り
・
関
わ
り
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
①
門
徒
の
た
め
の
教

団
・
本
山
と
い
う
視
点
②
門
信
徒
と
の
課
題
の
共
有
③
既
存
の
組
織
・
教
化
伝

道
（
法
座
）
の
あ
り
方
の
見
直
し
と
点
検
、
が
重
要
で
あ
る
と
提
言
さ
れ
た
。 

【
高
岡
教
区
教
務
所
職
員 

岡
西
好
持
】 
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   ◇これからの日程（６/１４～７/２０）◇  

 ６月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

14 

 

15 

 

17 

20 

22 

23 

25 

27 

28 

29 

30 

 

７月 

１ 

 

５ 

 

６ 

９ 

12 

14 

15 

20 

常例法座 

減免審査会・常備会 

 

 

 

 

財団評議員会 

公聴会（2回目） 

 

組長会 

 

 

 

 

 

 

 

臨時教区会 

 

聖典セミナー 

 

 

常例法座 

会館永代経 

 

 

仏婦組織教化専門委員会 

水波組聞法のつどい 

仏婦・寺女合同執行部会 

ヤスクニ問題専門委員会 

 

 

まことの保育研修会 

 

寺女役員会 

ビハーラ総会 

矯正教化打ち合わせ会 

 

 

子ども・若者ご縁づくり

専門委員会 

仏婦ダーナ・ビハーラ専

門委員会 

仏婦教材専門委員会 

仏婦真宗入門講座 

非戦平和学習会 

 

 

仏婦広報専門委員会 

寺女研修会 

 

     

     

      

    

【西本願寺高岡会館７月の常例法座】 

ご講師：   城 野 至 界  氏 

（ 伏 木 組 善 證 寺 ） 

ご講題：『 白 衣 と 黒 衣 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２

時からお正信偈六首引のお勤めです。ど

うぞお誘いあわせてお参りください。  

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 5:35～5:45 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

◎６／25（土）：岡崎 秀麿氏 

（浄土真宗本願寺派総合研究所研究員） 

「 『 ね ぇ 、お坊 さん教 えてよ 』 に込 めたおもい 」  

□６／26（日）：福田 慶隆氏 

         （高岡教区五位組廣済寺） 

◎７／２（土）：吉村 隆真氏 

（本願寺派布教使・熊本教区詫麻組良覚寺住職） 

「 さよならの先 にあるもの～  

「 一 寸 先 は光 」 のいのち～ 」  

◎７／９（土）：吉村 隆真氏 

（本願寺派布教使・熊本教区詫麻組良覚寺住職） 

「 光 に照 らされて、光 に合 う」  

□７／10（日）：未  定 

（富山教区） 

◎７／16（土）：吉村 隆真氏 

（本願寺派布教使・熊本教区詫麻組良覚寺住職） 

「 み教 えは心 のワクチン」  

◎７／23（土）：吉村 隆真氏 

（本願寺派布教使・熊本教区詫麻組良覚寺住職） 

「 鬼 の住 処 」  

 
☆お知らせ☆ 

『法輪せんべい』販売について 
お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかが

でしょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下

さい。 

一袋二枚入りで価格は次の通り 
・特大箱（１７０袋）１０，０００円 

 

・１ 組 （１０袋）   ６００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

Fax.(0766)21-5152      

 


